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今

年
今

年
今

年
今

年
はは はは

台
風

台
風

台
風

台
風

がが がが
異

常
発

生
異

常
発

生
異

常
発

生
異

常
発

生
で
す

で
す

で
す

で
す
。。 。。
伊
豆
大
島

伊
豆
大
島

伊
豆
大
島

伊
豆
大
島
で
は

で
は

で
は

で
は
大大 大大
き
な

き
な

き
な

き
な
被
害

被
害

被
害

被
害
がが がが
発発 発発

生生 生生
。。 。。
県
内

県
内

県
内

県
内
で
も

で
も

で
も

で
も
益
田
市

益
田
市

益
田
市

益
田
市
をを をを
中
心

中
心

中
心

中
心
にに にに
西
部

西
部

西
部

西
部
にに にに
 

大大 大大
き
な

き
な

き
な

き
な
被
害

被
害

被
害

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た

を
も
た
ら
し
ま
し
た

を
も
た
ら
し
ま
し
た

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。。 。。
おお おお
見見 見見

舞舞 舞舞
い
を

い
を

い
を

い
を
申申 申申
しし しし
上上 上上
げ
ま
す

げ
ま
す

げ
ま
す

げ
ま
す
。。 。。
近
頃

近
頃

近
頃

近
頃
のの のの
局
地
的

局
地
的

局
地
的

局
地
的

豪
雨

豪
雨

豪
雨

豪
雨
・・ ・・
台
風

台
風

台
風

台
風
はは はは
所所 所所
をを をを
選選 選選
び
ま
せ
ん

び
ま
せ
ん

び
ま
せ
ん

び
ま
せ
ん
。。 。。
ま
ず

ま
ず

ま
ず

ま
ず

「「 「「
命命 命命
をを をを
守守 守守
るる るる
」」 」」
行
動

行
動

行
動

行
動
をを をを
。。 。。
我我 我我
がが がが
家家 家家
だ
け
は

だ
け
は

だ
け
は

だ
け
は

大
丈
夫

大
丈
夫

大
丈
夫

大
丈
夫
・
・
は
も
う
あ
り
ま
せ
ん

・
・
は
も
う
あ
り
ま
せ
ん

・
・
は
も
う
あ
り
ま
せ
ん

・
・
は
も
う
あ
り
ま
せ
ん
。。 。。
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エ
コ

エ
コ

エ
コ

エ
コ
温
湯
消
毒

温
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温
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消
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毒
出
荷
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をを をを
 

県
内
各
地
に
供
給
さ
れ
る
種
モ
ミ

の
約
８
割
が
雲
南
Ｊ
Ａ
管
内
で
生
産

さ
れ
、
そ
の
内
、
半
分
以
上
が
吉
田

町
内
で
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

エ
コ
エ
コ

エ
コ

エ
コ
農
産
物

農
産
物

農
産
物

農
産
物
と
は
慣
行
栽
培
の
５

割
以
下
の
農
薬
・
化
学
肥
料
で
生
産

さ
れ
た
物
を
通
常
言
い
ま
す
。
 

「
特
別
栽
培
米
千
石
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

の
場
合
、
農
薬
基
準
規
制
の
成
分
回

数
が

１０Ｐ
以
内
と
さ
れ
、
使
用
す
る

種
モ
ミ
は
「
無
消
毒
種
子
を
用
い
温

湯
消
毒
や
微
生
物
農
薬
を
紛
衣
す

る
」
と
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、

温
湯
消
毒
設
備
が
市
内
に
整
備
さ
れ

て
お
ら
ず
、
他
町
に
依
頼
し
て
い
る

状
況
で
す
。
安
全
安
心
に
対
す
る
消

費
者
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
中
、
優
良
種

モ
ミ
の
生
産
拠
点
の
責
任
と
し
て
全全 全全

量
無
消
毒
種

量
無
消
毒
種

量
無
消
毒
種

量
無
消
毒
種
モ
ミ
モ
ミ

モ
ミ

モ
ミ
と
し
て
出
荷
で
き

る
連
続
温
湯
消
毒
設
備
を
市
内
に
早

急
に
整
備
さ
れ
た
い
旨
の
要
請
を
し

ま
し
た
。
市
長
答
弁
「
エ
コ
米
を
推

進
す
る
上
で
温
湯
消
毒
は
有
効
な
手

段
」
。
近
隣
で
は

ＪＡや
す
ぎ
で
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
設
備
費
は
約
一
千

百
万
円
。
通
常
の
管
理
経
費
が
嵩
む

の
が
難
点
と
か
。
エ
コ
米
は
今
後
「
当

た
り
前
」
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

生
産
者
に
も
無
消
毒
モ
ミ
を
使
用
し

た
い
と
い
う
要
望
に
強
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
関
係
機
関
連
携
で
是
非
と

も
早
期
導
入
を
願
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
地
域
農
業
を
守
る
た
め
に
。
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昭和３７年建設以来、地域の拠
点として漆仁の湯を守り続けて
きた清嵐荘。歴史文化に彩られ
た名湯に相応しい施設整備を。 

当
施
設
は
昭
和
三
七
年
、
木
次
町
・

吉
田
村
組
合
で
整
備
。
途
中
で
レ
ス
ト

ラ
ン
、
浴
室
の
改
築
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
母
屋
は

５０年
経
過
し
て
い
ま
す
。

収
容
人
員

７４名
、
温
泉
付
き
大
型
宿
泊

施
設
ま
た
地
域
の
拠
点
と
し
て
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
 

こ
の
度
実
施
さ
れ
た
耐
震
診
断
で

コ
ン
ク
リ
ー
ト
強
度
も
著
し
く
低
下
。

補
強
程
度
で
は
効
果
が
期
待
で
き
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

来
年
２
月
策
定
の
実
施
計
画
に
改
築

計
画
を
計
上
す
る
こ
と
が
市
長
の
施

政
方
針
で
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
 

そ
こ
に
市
内
飲
食
業
・
旅
館
ホ
テ
ル

生
活
衛
生
同
業
組
合
か
ら
「
国
民
宿
舎

清
嵐
荘
の
改
築
整
備
の
中
止
を
求
め

る
陳
情
書
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
公

的
資
金
で
改
築
し
、
お
祝
い
・
法
要
・

レ
ス
ト
ラ
ン
・
宿
泊
施
設
な
ど
民
間
業

者
と
競
合
し
民
業
を
圧
迫
し
て
い
る

雲
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画
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す
べ
て
の
男
女
の
人
権
を
尊
重

し
（
中
略
）
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
対
等

に
参
画
で
き
る
社
会
を
つ
く
り
た

い
。
「
男
女
共
同
参
画
都
市
・
気
づ

い
て
築
く
雲
南
市
」
が
宣
言
さ
れ
ま

し
た
。
前
文
に
続
い
て
１
条
か
ら

１０

条
ま
で
具
体
的
な
実
践
目
標
が
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
ワ
ー
ク
・

ワ
ー
ク
・

ワ
ー
ク
・

ワ
ー
ク
・

ラ
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ン
ス

ラ
イ
フ
・
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ン
ス
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イ
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イ
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ー

エ
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パ
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エ
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パ
ワ
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エ
ン
パ
ワ
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メ
ン
ト

メ
ン
ト

メ
ン
ト

メ
ン
ト
な
ど
普
段
使
わ
な
い
横
文

字
が
入
っ
て
い
る
た
め
※
印
で
注

釈
が
つ
い
て
い
ま
す
。
 

議
会
で
修
正
案
が
提
出
さ
れ
る

な
ど
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
横
文
字
を

含
め
て
皆
で
学
習
し
て
都
市
宣
言

に
相
応
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
践

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

１１月

３０日

に
木
次
町
チ
ェ
リ
バ
ホ
ー
ル
で
記

念
式
典
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

と
し
て
清
嵐
荘
の
改
築
計
画
を
全

面
断
念
・
中
止
す
る
こ
と
を
求
め

る
。
・
・
と
云
う
も
の
で
す
。
 

５０年
の
歴
史
の
中
、
地
域
の
活
性

化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た
施
設
で
す
。
出
雲
風
土
記
に
記
さ

れ
た
名
湯
・
漆
仁
の
湯
を
守
り
、
観

光
客
誘
致
で
関
係
店
と
共
存
で
き

る
道
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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野
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野
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野
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山
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山
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地
元
有
志

地
元
有
志

地
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志

地
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備

整
備
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「
城
山
は
ど
こ
か
ら
登
る
の
？
」

 

田
井
小
学
校
の
校
歌
に
も
歌
わ
れ

た
城
山
。
子
供
た
ち
の
期
待
に
応
え

て
登
山
道
が
地
区
有
志
の
ご
努
力

で
こ
の
た
び
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
城
山
に
つ
い
て
詳
細
は
不
明
。

古
老
伝
と
し
て
「
速
立
神
社
記
」
に

よ
れ
ば
速
立
神
社

速
立
神
社

速
立
神
社

速
立
神
社
は
最
古
よ
り
座

せ
る
も
山
頂
に
城
が
築
か
れ
て
以

来
、
城
の
鎮
守
神
と
し
て
座
せ
り
。
 

神
社
は
３
合
目
辺
り
に
あ
っ
た
と

云
わ
れ
る
。
明
治
５
年
合
祀
。
 

永
禄
の
頃
、
上
山
城
に
上
山
兵
庫

上
山
兵
庫

上
山
兵
庫

上
山
兵
庫

介介 介介
あ
り
。
上
山
城

上
山
城

上
山
城

上
山
城
か
ら
こ
の
城
山
は

眼
下
に
見
渡
せ
る
。
城
山
は
熊
谷
・

神
代
か
ら
三
沢
・
阿
井
等
に
通
ず
る

要
路
で
あ
っ
た
。
こ
の
山
に
砦
を
構

え
、
以
て
上
山
城
の
要
塞
と
な
せ
り

し
事
明
ら
か
成
り
・
・
と
あ
る
。
 

永
禄
年
間
は
尼
子
・
毛
利
の
戦
い

が
激
し
い
時
代
で
す
。
両
軍
の
武
将

が
こ
の
地
を
往
来
し
た
こ
と
で
し

ょ
う
。
ロ
マ
ン
溢
れ
る
城
山
に
み
ん

な
で
登
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

 


